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【調査ご協力のお願い】 

 

 区民の皆様におかれましては、日頃から区政にご理解とご協力をいただき、誠にあり

がとうございます。 

青葉区では、平成 24 年度区政運営方針として「住みつづけたいまち『青葉』」を基本

目標に定め、様々な事業を行っております。より良い区政の運営に向け、今後の参考と

するために、区民の皆さまに青葉区の生活について行動や意識をうかがう「青葉区区民

意識調査」を実施いたします。 

 この調査は、青葉区にお住まいの皆様の中から、16 歳以上の男女 3,000 人の方を無

作為に抽出し、お願いしています。調査票は無記名でご提出いただき、ご回答いただい

た内容は統計的に処理されますので、皆様のご意見や個人情報が直接外部に公表される

ことは絶対にありません。また、いただいたご回答は本調査の目的以外には一切利用い

たしません。お答えになりたくない質問は、無理にお答えいただかず、無回答としてい

ただければ結構です。 

 調査結果につきましては、今後、「青葉区ホームページ」や「広報よこはま青葉区版」

で公表いたします。お忙しいところ恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力

くださいますようお願い申し上げます。 

平成 24 年 6 月 

 

青葉区長 徳江 雅彦 
 

 

 

① 封筒のあて名のご本人様がご回答ください。ご本人様が回答できない場合は、恐れ入りますが、

調査票を破棄してください。 

② お答えは、各設問の中であてはまる回答（選択肢）の番号を○で囲んでください。 

○の数は、（○は１つだけ）、（○はいくつでも）のように指定しておりますので、その範囲内でお

答えください。 

また、「その他」にあてはまる場合は、（）内にできるだけ具体的にその内容をお書きください。 

別途指示がある設問については、その指示に従ってお答えください。 

③ 質問によっては、ご回答していただく方が限られる場合がありますので、矢印やことわり書きに

ご注意ください。 

④ 鉛筆または黒のボールペンでご記入ください。 

 

※ ご記入いただきました調査票は、お名前やご住所を書かずに、同封の返信用封筒に入れて（切

手を貼る必要はありません。）、6 月１８日（月）までにご投函ください。 

※ この調査に関するご質問などは、下記までお問合せください。 

青葉区役所 区政推進課 企画調整係 電話: 045-978-2217 

                    FAX: 045-978-2410 

E-mail:ao-kikaku@city.yokohama.jp 

＜ご記入にあたって＞ 

平成 24 年度 青葉区区民意識調査 
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  青葉区の生活環境について 
 

問 1 あなたは、青葉区のどのようなところに魅力を感じますか。 （○はいくつでも） 

１ 街路樹や公園など、整備された緑に囲ま

れている 

２ 田園風景や森林など、農地・自然環境に

恵まれている 

３ 歴史、文化的資源が豊富である 

４ 整然とした良好なまちなみである 

５ 病院、学校、道路などの生活基盤が整っ

ている 

６ 教育の水準が高い 

７ 文化の水準が高い 

 

８ 地域活動が盛んである 

９ 買い物に不自由しない 

10 都心に近く、通勤・通学などに便利であ

る 

11 公共交通機関が発達している 

12 福祉サービスが充実している 

13 その他（               ）

14 特に魅力を感じない 
 

 

問 2 あなたが、日々の生活の中で、不足もしくは不便と思うことは何ですか。  （○は３つまで） 

１ 公園 

２ 緑地（山林や農地など） 

３ ごみのリサイクル・減量化 

４ 道路（道幅、渋滞など） 

５ 駅の駐輪場 

６ 駅の駐車場 

７ 駅への送迎のための駐車場所 

８ 交通手段（バス） 

９ 交通手段（電車） 

10 保育園・幼稚園 

11 小学校・中学校 

12 子どもの遊び場や子育て支援のための施設 

13 ショッピングセンター・スーパー 
 

14 日用品の店（商店街） 

15 就労場所 

16 病院、診療所 

17 図書館 

18 スポーツ施設 

19 地区センター、コミュニティハウス 

20 高齢者のための施設 

21 障がい者のための施設 

22 交番・警察 

23 その他 

（                 ）

24 特にない 

 

問 3 あなたの身近な住環境について、心配なことはありますか。 （○はいくつでも） 

１ まちなみを乱す建物、広告物など 

２ 建物の用途（店舗、倉庫、工場など）の

混在 

３ 高層建築物（日照や眺めなど） 

４ 敷地の細分化 

５ 敷地の造成にともなう緑地の減少 

６ 地震 

７ 火災 

８ 河川・水路のはん濫（風水害） 

９ 河川の汚れや臭い 

10 建築工事の騒音 

11 自動車の騒音 

12 路上駐車 

13 自転車の違法駐輪 

14 自動車の不法投棄 

15 その他ごみの不法投棄 

16 犯罪、治安 

17 その他 

（                  ） 

18 特に心配なことはない 
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災害対策について 
 
問 4 首都圏で平日の昼間に大地震が起きた場合、あなたが特に不安に思うことは何ですか。 

   （○は３つまで）  

１ 家族の安否確認手段 

２ 建物の倒壊 

３ 家具の転倒 

４ 食料･水の確保 

５ 停電・断水、電話の途絶 

６ 家族や自分の帰宅困難 

７ 病気や怪我等の医療体制 

８ 正確な情報の入手 

９ 避難場所に関すること 

10 火災の発生 

11 地盤の液状化現象 

12 その他（                 ）

13 特に不安を感じることはない 

 

問 5 あなたのご家庭で行っている災害対策は何ですか。          （○はいくつでも）  

１ 非常持ち出し品の用意 

２ 水や食料の備蓄 

3 家具の固定・転倒防止 

４ 家族の集合場所を決めている 

５ 家族間の連絡方法を決めている 

６ 建物の耐震診断や耐震補強 

７ 通勤･通学途中の避難場所の確認 

８ 地域の防災訓練への参加 

９ 幼稚園や小学校と児童の引き取り方法を決めてい

る 

１０ ガラスの飛散防止 

1１ 横浜市防災情報 E メール配信サービスの登録 

1２ 近所での協力関係を作っている 

1３ その他（                 ） 

1４ 特に災害対策はしていない 

 

問 6 あなたは、ご自分の地域防災拠点、地域医療救護拠点、広域避難場所について知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（それぞれに○は１つ） 

 ①知っているし 

場所もわかる 

②知ってはいるが 

場所はわからない 
③知らない 

地域防災拠点 １ ２ ３ 

地域医療救護拠点 １ ２ ３ 

広域避難場所 １ ２ ３ 

 

 

 

・地域防災拠点 

身近な市立小・中学校を、震災時避難場所（地域防災拠点）に指定し、情報受伝達の機能や

防災資機材、食料等を保存する防災備蓄庫を備えています。 

・地域医療救護拠点 

負傷者の応急医療等を行う救護所です。医薬品、医療用資機材を備蓄し、派遣された医師や

看護士等が応急手当などを行います。 

・広域避難場所 

地震に伴う大火災が多発し、炎上拡大した場合、その輻射熱や煙から生命・身体を守るため

に避難する場所です。 
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防犯について 

 

問 7 あなたが現在住んでいる地域では、犯罪や事故など安全について心配なことはありますか。

      （○はいくつでも） 

       

1 ひったくりなどの路上犯罪 

2 空き巣や車上ねらいなどの窃盗犯罪 

3 自転車、自動車などの乗り物盗難 

4 子どもに対するいたずらや暴力 

5 つきまとい、無言電話などのストーカー 

6 痴漢、婦女暴行などの性的犯罪 

7 殺人、強盗などの凶悪犯罪 

8 悪質商法やオレオレ詐欺などの詐欺犯罪 

9 コンピュータへの不正アクセスやインターネットを利用したハイテク犯罪 

10 暴力団による犯罪 

11 交通事故（対自動車） 

12 交通事故（対自転車） 

13 その他（                                     ） 

14 不安を感じることはない 

 

 

問 8 あなたは、犯罪を未然に防ぐため、どのような取組が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

       

1 犯罪発生情報の提供 

2 防犯灯などの防犯設備の充実 

3 学校などにおける子ども向けの生活安全教育の実施 

4 防犯講習会の実施 

5 警察による防犯パトロールの強化 

6 地域ぐるみの防犯パトロールの強化 

7 その他（                                       ） 

8 わからない 

 

問 9 地域の防犯に対して、あなたが実行できそうな取組はありますか。   （○はいくつでも） 

１自宅の防犯強化をする（玄関やドアの鍵を増やす、防犯カメラを設置するなど） 

２門灯をつけ、夜道を明るくする 

３留守にするときなど、近所で声をかけ合える関係づくりをする 

４自治会や町内会などで防犯について話し合う 

５防犯に関する講習会に出席する 

６登下校時の子どもの見守りをする 

７防犯パトロールに参加する 

８その他（                                     ） 

９特にない 
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問10  あなたは、ひったくり、強盗などの街頭の犯罪に遭わないため、どのようなことに気をつけて

いますか。                             （○はいくつでも） 

１ 夜間は明るい道や人通りの多い道を通るようにしている 

２ 自転車に乗るときは、カゴに防犯ネットを使用している 

３ バッグは車道と反対の方に持つようにしている 

４ 防犯ブザーなどを所持している 

５ 家の人に自動車などで送り迎えをしてもらう 

６ その他（                                    ） 

７ 特に何もしていない 

 

問11 あなたは、空き巣狙いなどの被害に遭わないため、どのようなことをしていますか。 

（○はいくつでも） 

１ 玄関のドアに高度な鍵・錠を付けている 

２ 玄関のドアに鍵・錠を２個以上付けている 

３ 防犯カメラを設置している 

４ 留守にするとき近所に声かけをしている 

５ 番犬を飼っている 

６ 窓に補助の鍵・錠をつけている 

７ 窓に格子をつけている 

８ 垣根や生垣を低くして、玄関や窓を周囲から見通せるようにしている 

９ 塀の周りには足場になるものを置かない 

10 外出時も明かりをつけたままにしている 

11 警備会社のサービスを導入している 

12 その他（                                    ） 

13 特に何もしていない 
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住宅用火災警報器について 
 
問 12 あなたのお住まいはすでに、住宅用火災警報器などの自動で火災を感知する機器（感知器）が

設置されていますか。（アパートやマンションなどで、入居時からすでに自動火災報知設備が設

置されている場合も「１」を選択してください。）            （○は１つだけ） 

   

１ 設置されている ２ 設置されていない 

              

（問 12 で「１ 設置されている」とお答えの方に） 

問 12-1 住宅用火災警報器などは、あなたの住宅のどの場所に設置されていますか。 

 （○はいくつでも） 

１ 台所   ２ 寝室 ３ 階段   ４ 廊下 ５ その他（         ）

 
 

（問 12 で「２ 設置されていない」とお答えの方に） 

問 12-2 あなたのお住まいで、住宅用火災警報器などが設置されていないのはなぜですか。 

（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

子育てについて 
 

問 13 あなたは、子育て中の家庭を支援するためには、どのようなことを充実する必要があると考え

ますか。                              （○は１つだけ） 

１ 親子で遊べる、学べる場所 

２ 子育ての相談ができる場所 

３ 子育て情報の収集ができる場所 

４ 保育園 

５ 幼稚園 

６ 乳幼児の一時預かり場所 

７ 手当などの経済的支援 

８ その他（              ）

９ わからない 

10 特に必要な支援はない 

問 14 子どもたちが健やかに成長するために、地域が担う役割として、あなたが特に重要だと思うも

のは何ですか。 （○は３つまで） 
 

１ 子どもたちのマナーやモラルの育成 

２ 挨拶や声かけなどの習慣づくり 

３ 安全パトロール・見守り 

４ ボランティアや地域活動への参加の機

会づくり 

５ 子どもの職業体験の機会づくり 
 

６ 復習などの学習支援 

７ 習い事や遊び場の提供 

８ 地域の歴史や伝統文化の伝承 

９ その他（             ） 

１０ わからない 

１１ 特にない 

 

 

１ 住宅用火災警報器をどこに付けてよいのかわからないから  

２ 住宅用火災警報器をどこで購入してよいかわからないから 

３ 住宅用火災警報器の付け方がわからないから 

４ 今後、機能の良い住宅用火災警報器が販売されると思うから 

５ 今後、住宅用火災警報器が安く販売されると思うから 

６ その他（                                    ）
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問 15、問 16 は、現在同居しているご家族に、未就学のお子さんがいる場合のみお答えください。 

なお、いない場合は問 17 にお進み下さい。 

問 15 青葉区内には、常設の親子の居場所として「青葉区地域子育て支援拠点」が 1 か所（ラフール）

と「親と子のつどいの広場」が３か所（ぴよぴよ・はっぴぃ・ぶーぶーしえすた）の計４か所

設置されています。これら４か所の常設の居場所では、子どもが遊べる広場の開催を行ってい

るほか、子育て相談や子育て関連情報の提供などを行っていますが、利用されたことはありま

すか。あなたの利用頻度について教えてください。 （○は１つだけ）    

 

１ 週1回以上利用している         ３ 過去１回～数回程度利用したことがある 

２ 月1回以上利用している         ４ 利用したことはない 

 

 問 15 で３もしくは４と回答された方にお伺いします。 

問 15-1 あなたが現在利用されていない理由は何ですか。 （○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

問 16 子ども（利用対象：未就学児）を一時的に預けることができる「一時保育」「一時預かり」について

お伺いします。青葉区内では、保育園で行う「一時保育」を認可保育園で 20 か所行っているほか、

「一時預かり」を行う横浜市乳幼児一時預かり事業を行う事業者が２か所（市が尾・まーぶる、藤

が丘・ピノキオ）ありますが、利用されたことはありますか。あなたの利用頻度について教えて

ください。                             （○は１つだけ） 

 

１ 週1回以上利用している          ３ 過去１回～数回程度利用したことがある 

２ 月1回以上利用している          ４ 利用したことはない 

 

問 16-1 「一時預かり」における改善点はありますか。            （○はいくつでも） 

 

１ 利用時間を拡大してほしい ４ 予約を取りやすくしてほしい 

２ 土日も預かりをしてほしい ５ その他（               ） 

３ 預け先（実施箇所）を増やしてほしい ６ 特にない 

 

問 17 は、現在同居しているご家族に、あなた自身をのぞき、小学生から高校生までの間のお子さん

がいる場合のみお答えください。なお、いない場合は問 18 にお進み下さい。 

 

問 17 あなたが、子育てをしている中で不安、不満に思われていることは何ですか。（○はいくつでも）  
 

１ 近所で子どもが運動できる場所が少ない 

２ 社会体験の機会が少ない 

３ 学校と地域の交流が少ない 

４ 登下校時の安全 

５ 学校や塾の費用などの教育費の負担が大

きい 

 

６ 進路について 

７ いじめなどの学校での人間関係 

８ その他（              ） 

９ 特にない 

 

 

 

  

１ 利用する必要がないから          ４ 雰囲気が合わないから 

２ 常設の居場所があることを知らなかったから ５ その他（            ）

３ 場所が遠く行きづらいから 
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若者の就労について 

 

問 18 就学をせず、就業・職業訓練をしていない若者（ニート）について、あなたはどのように思い

ますか。                               （○はいくつでも） 
 

１ 非常に大きな問題である 

２ 問題である 

３ あまり問題ではない 

４ 全く問題ではない 

５ わからない 

 

問 19 あなたは、若者が学ぶことや働くことに、より積極的になるために、どのようなことが有効だ

と思いますか。                           （○は３つまで） 

   

問 20 青葉区では若者キャリア相談や対話力・交渉力養成講座など青少年の自立支援のための事業を

行っていますが、あなたは、今後、どのような点を重視していくべきだと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 家族の中で、人生や仕事についての会話を持つきっかけをつくること 

２ 同年代の若者同士で話し合う機会や場を設けること 

３ 様々な世代の人たちとの交流の機会や場を設けること 

４ 学生時代から就労意識を高める教育を行うこと 

５ 就労体験の機会や場を設けること 

６ 社会体験（ボランティアなど）の機会の充実 

７ 若者本人や家族が気軽に行ける相談場所の充実 

８ 就労に必要な知識や技術を身につけられる場の充実 

９ その他（                                     ）

１０ わからない 

１１ 特にない 
 

１ 若者の就労に関する相談窓口などの支援 

２ 対話力・交渉力などに関する能力向上支援

３ ひきこもりの方への支援（ご本人、ご家族）

４ 不登校・ひきこもりなどに対する意識啓発

への支援 

５ その他 

（               ） 

６ わからない 

７ 特にない 
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介護予防について 

 

問 21 あなたは、区役所や地域ケアプラザ（包括支援センター）が、介護予防（寝たきりを予防し、

いつまでも元気でいるための健康づくり）の講座やプログラムを開催していることを知ってい

ますか。                               （○は１つだけ） 

  
１ 知っているし、参加したことがある 

２ 知っているが、参加したことがない 

3 知らない 

 

問 22 あなたのお住まいの近くに、地域の方が運営する、健康づくり・介護予防・仲間づくりを進め

るための高齢者向けのグループがあったらどう思いますか。       （○は１つだけ） 

 

１ あったら安心だと思う 

２ あったら参加したいと思う 

3 あったら運営に携わってみたいと思う 

4 あってもあまり興味・関心はない 

 

環境について 

 

問 23 あなたは、現在、環境を守るための取り組みをしていますか。また、今後取り組みたいことは

何ですか。 （「現在取り組んでいる」「今後取り組みたい」それぞれに○はいくつでも） 

環境を守るための取組 

現在取り

組んでい

る 

今後取り

組みたい

① ごみを持ち帰るなど自然を汚さない工夫 １ １ 

② 生ごみをたい肥化してリサイクル ２ ２ 

③ 食品のトレイはリサイクルされるよう回収ボックスに出す ３ ３ 

④ 買い物にマイバッグを持参 ４ ４ 

⑤ 環境に配慮した製品を生活に取り入れる ５ ５ 

⑥ フリーマーケットを利用 ６ ６ 

⑦ 自家用車の使用はできるだけ控え、徒歩または自転車、電車、バスを利用 ７ ７ 

⑧ エアコンなど冷暖房機器の温度を、夏 28℃以上、冬 20℃以下に設定 ８ ８ 

⑨ 使っていない電化製品の電源はこまめに切る ９ ９ 

⑩ 風呂の残り湯を、洗濯や散水に利用 １０ １０ 

⑪ 自宅や公園で、花、草木など身近な緑を守り、育てる １１ １１ 

⑫ その他（                             ） １２ １２ 

⑬ 特にない １３ １３ 
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問 24 青葉区の今年の３Ｒ夢（スリム）プランでは、アクションの年として、燃やすごみの削減に重

点を置いて取り組んでいます。 

あなたが現在、燃やすごみを削減するために行っているものがありましたら教えて下さい。 

（○はいくつでも） 
             

１ ごみと資源物の分別を行っている 

２ 生ごみの水切りをしっかり行っている 

３ 食材を無駄なく使いきっている 

４ 食べ残しをしていない 

５ 量り売りなど必要な分だけ購入している 

 

６ 生ごみのたい肥化を行っている 

７ コンビニ等で割箸やプラスチックフォー

ク等を断り、マイ箸を使用している 

８ その他（             ） 

９ 何もしていない 

 

 

問 25 あなたは、区内の緑地や農地などの保全について、どのように考えますか。            

（○は１つだけ） 
 

１ 積極的に増やしていくべき 

２ 現状を維持していくべき 

３ 減少しても仕方がない 

４ 区内に緑地や農地は必要ない 

5 その他（              ）

 

問 26 あなたは、緑地･農地の保全などのために、行政は何に力を入れるべきだと思いますか。       

 （○は 3 つまで） 
 

１ 緑地･農地を守り育てる市民活動を支援す

ること 

２ 広報や啓発イベント・講座を開催すること

３ 区民が使える農園等を提供すること 

４ 植樹などの緑化活動を行うこと 

５ 緑化に配慮した建物や土地利用のルール

をつくること 

６ その他（              ）

 

問 27 あなたは、緑地･農地の保全などのために、区民は何に力を入れるべきだと思いますか。       

（○は 3 つまで） 
 

１ 植樹などの緑化活動に参加すること 

２ 啓発イベントや講座に参加すること 

３ 緑地･農地を守り育てる市民活動を支援す

ること 

４ 区民が使える農園等を利用すること 

５ その他（              ）
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健康について 
 

問 28 青葉区は、厚生労働省が発表した「平成 17 年（2005 年）市区町村別平均寿命」によると、男

性が全国１位（81.7 才）、女性が全国７位（88.0 才）という長寿のまちであることがわかりま

した。あなたは、この要因をどのように考えますか。 （○はいくつでも） 
 

１ 公園や緑などの自然環境に恵まれているから 

２ 良好なまちなみが整備され、快適に暮らせるから 

３ 医療、福祉施設などの社会基盤が整っており、安心して暮らせるから 

４ 地域活動や趣味を楽しむ環境に恵まれ、いきいきと暮らせるから 

５ 健康づくりに関心があり、実践している住民が多いから 

６ その他（                                    ） 
 

 

問 29 あなたは、健康づくりのために取り組んでいることはありますか。   （○はいくつでも） 

※印の項目は 20 歳以上の方のみお答えください。 

 

問 30 あなたが、ご加入されている医療保険は何ですか。 （○は１つだけ） 

１ 組合保険（会社の健康保険） 

２ 国民健康保険 

３ 協会けんぽ 

４ 共済組合 

５ 船員保険 

６ 退職者医療制度 

７ 長寿（後期高齢者）医療制度 

８ わからない 

９ いずれの保険にも未加入 

 

《喫煙についてお尋ねします》 

問 31 あなたはたばこを吸いますか。                   （○は１つだけ） 

※20 歳以上の方のみお答えください。 

１ 吸う     ２ 吸わない    

 

１ バランスの良い食事 

２ 健康診断の定期的な受診 

３ 体重や血圧の日常的なチェック 

４ 充分な休養や睡眠の確保 

５ 健康に関する情報の積極的な収集 

６ 適度な運動をしている 

（ジョギング、ウォーキングなど） 

７ スポーツジムの利用 

８ テレビ体操をする 

９ ※禁煙 

10 ※禁酒 

11 ※過度な飲酒を控えている 

（日本酒１合、ビール大瓶 1 本程度） 

12 万歩計をつけている 

13 その他（               ）

14 何もしていない 
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《大腸がん、子宮がん、乳がん検診についてお尋ねします。 

男性の方は大腸がんのみ、女性の方は 3 つのがん全てにお答えください。》 

 

 

 

 

 

問 32 あなたは、1 年以内に大腸がん、２年以内に子宮がん、乳がん検診を受けましたか。 

（大腸がん、子宮がん、乳がん それぞれに○は１つ） 

 大腸がん 子宮がん 乳がん 

① 受けた 1 1 1 

② 受けていない ２ ２ ２ 

③ わからない ３ ３ ３ 

問 33 は、1 年以内に大腸がん、2 年以内に子宮がん、乳がん検診を受けたことがある方のみお答えく

ださい。なお、受けたことがない方は問 34 にお進みください。 

問 33 あなたは、1 年以内に大腸がん、２年以内に子宮がん、乳がん検診をどこで受けましたか。 

（大腸がん、子宮がん、乳がん それぞれに○は１つ） 

 大腸がん 子宮がん 乳がん 

① 職場の検診 1 1 1 

② 配偶者の職場の検診 ２ ２ ２ 

③ 人間ドック ３ ３ ３ 

④ 横浜市の検診 

（保健センター、横浜市指定医療機関）
４ ４ ４ 

⑤ 病院・診療所 ５ ５ ５ 

⑥ その他（           ） ６ ６ ６ 

⑦ 受けていない ７ ７ ７ 

問 34 は、1 年以内に大腸がん、2 年以内に子宮がん、乳がん検診を受けたことがない方のみお答えく

ださい。なお受けたことがある方は問 35 にお進みください。 

問 34 あなたが 1年以内に大腸がん、２年以内に子宮がん、乳がん検診を受けなかった理由は何ですか。 

          （大腸がん、子宮がん、乳がん それぞれに○はいくつでも） 

 大腸がん 子宮がん 乳がん 

① 忙しかったから 1 1 1 

② 症状がないから ２ ２ ２ 

③ 検診の受け方がわからないから ３ ３ ３ 

④ 検診を受けることが不安だから ４ ４ ４ 

⑤ 料金の補助がないから ５ ５ ５ 

⑥ その他（           ） ６ ６ ６ 

がん検診は定期的に受けることをおすすめします。がん検診は福祉保健センター、各種医療

機関、職場の健康診断などで受けることができます。 

横浜市のがん検診は職場等で受ける機会がない方で、大腸がんは（４０歳以上）年に１回、

子宮がん（２０歳以上）と乳がん（４０歳以上）は２年に１回受けることができます。 

料金等はそれぞれ異なりますので、横浜市のがん検診を受ける方は「横浜市・青葉区のホー

ムページ」「福祉保健センターからのお知らせ」をご覧ください。 
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地域活動・地域社会について 
      

問35 あなたは、どのような地域活動に参加してみたい（参加している）ですか。（○はいくつでも） 

１ 文化･芸術･スポーツ 

２ 身近な水辺や緑地の自然環境保全  

３ 公園での花壇づくりや市民菜園等で 

の農体験活動 

４ 高齢者や障害者への手助けや交流な 

どの福祉活動 

5 身近な道路や公園などの清掃活動 

6 在日外国人や海外との交流などの活動 

7 保育ボランティアなどの子育て支援活動 

8 建物の用途や高さなどのルールづくりや美

しいまちなみづくりに関する活動 

9 交通安全や防災･防犯など地域の安全活動 

10 その他（               ）

 

問 36 あなたの住んでいる地域には、現在、どんな課題や問題があると思いますか。 

（○はいくつでも） 

 

  

１ 近隣の人とのつきあいの希薄化 

２ 家庭・地域の子育て機能の低下 

３ 子どもが安心して遊ぶ場の不足 

４ 子どもの減少による地域活力の低下 

５ 子どもたちの将来への不安（進学、就職、

友だちづきあい、結婚など） 

６ 障害者に対する理解不足 

７ 障害者の高齢化・重度化 

８ 発達障害児・者への支援の不足 

９ 障害者の就労支援の不足 

10 高齢者や障害者の外出困難 

11 子ども・高齢者・障害者などの身近な相

談の窓口の不足 

12 段差解消などバリアフリーの不足 

13 犯罪の増加・治安の悪化 

14 青少年の非行 

15 不登校、ひきこもりの増加 

16 ニート（就労・就学しておらず、なおかつ働

く意思も、学ぶ意思も持たない若者）となる青

少年の増加 

17 高齢化による介護問題の深刻化 

18 認知症者に対する理解の不足 

19 地域にあるボランティア団体や活動団体の情

報不足 

20 地域活動をする場所の不足 

21 身近な健康づくりの場の不足 

22 災害に対する備えの不足 

23 地域に関する情報の不足 

24 住宅の建て替えの増加 

25 バスの便の減少 
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問 37 あなたは、地域の抱える課題や問題をどのように解決していくのがよいと考えますか。問 36

でお答えいただいた地域の課題･問題のうち、あなたが最も重要と考えるものを想定し、お答

えください。                            （○は１つだけ） 

 

１ 地域の住民が主体となって進める 

２ 地域の住民が主体となって、行政がその活動を支援する 

３ 地域の住民と行政が話し合いながら協働して進める 

４行政が主体となって進めるが、地域住民も協力する 

５行政が主体となって進める 

６ その他（                                 ） 

７ わからない 

 

問 37 で、「１」「２」「３」もしくは「４」と回答された方にお伺いします。 

問 37-1 地域の課題・問題を解決するための地域住民の話し合いの場の構成について、あなたが

望ましいと考えるものをお答えください。            （○は１つだけ） 

１ 自治会・町内会を中心として構成する 

２ 自治会・町内会と、地域で活動する団体を中心として構成する 

３ 地域で活動する団体を中心として構成する 

４ その他（                                                                    ）

５ わからない 

 

問 38 あなたは、住民による地域課題の解決に向けた活動を活発にするために、どのようなことが

必要だと思いますか。                       （○はいくつでも） 

 

１ 住民が集まれる場所 

２ 活動を担う人材 

３ 地域や市政に関する行政からの情報提供 

４ 課題を解決するルールづくり 

５ 課題を解決する財源 

６ その他（                                    ） 

 
 

証明発行窓口サービスについて 
 

問 39 あなたは、区内の２か所の郵便局（青葉台、横浜奈良郵便局）で行っている証明発行窓口サー

ビス
*
を知っていますか。 （○は１つだけ） 

１ 知っており、利用したことがある 

２ 知っているが、まだ利用したことがなく、今後は利用したい 

３ 知っているが、まだ利用したことがなく、今後も利用するつもりはない 

４ 知らないが、今後は利用したい 

５ 知らないし、今後も利用するつもりはない 
 

 

＊青葉区では、平成20年（2008年）１月から、区内の２か所の郵便局（青葉台、横浜奈良郵便

局）で、住民票の写しなどの証明発行窓口サービスをモデル事業として実施しています。 
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青葉区への定住意向について 

問 40 あなたは、青葉区に住み続けたいと思いますか。 （○は１つだけ） 

１今住んでいるところに住み続けたい 

２青葉区内のどこかに住み続けたい 

３青葉区以外の横浜市に住みたい 

４川崎市に住みたい 

5 横浜市、川崎市以外の神奈川県内に住みたい 
 

６町田市に住みたい 

７東京23区に住みたい 

８その他の地域に住みたい 

 住みたい地域： 
 

 

問 41 あなたが現在のお住まいの地域を選んだ理由は何ですか。 （○は 3 つまで） 

 

１ 生まれてからずっと住んでいる 

２ 自宅近くにスーパーや店がある 

３ 病院や診療所が充実している 

４ 交通の便が良い 

５ 駅またはバス停が近くにある 

６ 以前に住んでいたことがある 

７ 自然環境に恵まれている 

８ 趣味や余暇活動がしやすい 

９ 学校や保育園・幼稚園が近くにある 

１０ 都心に近く、通勤・通学などに便利である 

１１ 教育や文化の水準が高い 

１２ 自分の成人した子ども、もしくは親が青

葉区内に住んでいる 

１３ 知り合いが区内にいる 

１４ 整然とした良好なまちなみである 

１５ 住宅が多く静かである 

１６ 社宅、寮がある 

１７ その他 

 （            ） 

１８ 特に理由はない 

  

 

区政について 

問 42 青葉区政について、具体的なご意見、ご要望、ご提案がありましたら自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

あなた自身について 
 
Ｆ１ あなたの年齢をお答えください。 （○は１つだけ） 

１ 16～19歳 

２ 20～24歳 

３ 25～29歳 

４ 30～34歳 

５ 35～39歳 

６ 40～44歳 

７ 45～49歳 

８ 50～54歳 

９ 55～59歳 

10 60～64歳 

11 65～69歳 

12 70～74歳 

13 75歳以上 

Ｆ２ あなたの性別をお答えください。 （○は１つだけ） 

１ 男性 
 

２ 女性 
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Ｆ３ あなたは結婚されていますか。配偶者は健在ですか （○は１つだけ） 

１ 既婚(配偶者あり) 
 

２ 既婚(離死別) ３ 未婚 

 

（Ｆ3 で「1」とお答えの方に） 

F３-1 あなたは共働きしていますか。 （○は１つだけ） 

１ している 
 

２ していない 

Ｆ４ あなたのお住まいは、この中のどれにあたりますか。 （○は１つだけ） 

１ 持家（一戸建て） 

２ 持家（共同住宅） 

３ 借家（一戸建て） 
 

４ 借家（共同住宅、社宅、公務員住宅、寮） 

５ その他（             ） 
 

Ｆ５ あなたは、青葉区（平成５年以前は緑区北部支所管内）に、どのくらいの期間お住まいになってい

ますか。 （○は１つだけ） 

１ １年未満 

２ １～４年 

３ ５～９年 

４ 10～１４年 

５ 15～１９年 

６ 20～２９年 

７ 30～３９年 

８ 40～４９年 

９ 50 年以上 

10 わからない 

Ｆ６ あなたの職業はどれにあたりますか。 （○は１つだけ） 

１ 自営業・自由業 

２ 自営業の家族従業者 

３ 正社員、正職員 

４ 契約社員、派遣社員、嘱託職員 

５ アルバイト、パート 
 

６ 学生 

７ 家事専業（主夫・主婦） 

８ 無職 

９ その他 

（                  ） 

Ｆ７ あなたが青葉区（平成５年以前は緑区北部支所管内）に来られる前にお住まいになっていたところ

はどちらですか。                            （○は１つだけ） 

１ 生まれてからずっと青葉区 

２ 青葉区以外の横浜市 

３ 川崎市 

４ 横浜市、川崎市以外の神奈川県内 

 

５ 町田市 

６ 東京 23 区 

７ その他（                ） 
 

 

（Ｆ７で「2」～「7」（「1」以外）とお答えの方に） 

Ｆ７-１ あなたが青葉区へ転入してきたもっとも大きな理由は何ですか。    （○は１つだけ） 

１ 家を購入したため 

２ 青葉区内に転勤になったため 

３ 青葉区内への転勤ではないが、 

転勤に伴って 

４ 就職のため 

５ 進学のため 

６ 子どもの通学のため 
 

７ 両親と同居するため 

８ 子どもと同居するため 

９ 青葉区に魅力を感じたため 

魅力を感じた点：             

 

10 その他 

（                ） 
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F８ あなたにお子さんはいますか。いらっしゃる場合、お子さんは次のどの段階にあたりますか。別居し

ているお子さんも含め全員についてお答えください。            (○はいくつでも) 

 

Ｆ９ あなたの同居の家族形態はどれにあたりますか。  （○は１つだけ） 

１ ひとり暮らし 

２ 夫婦だけ 

３ 親と子（２世代） 
 

４ 親と子と孫（３世代） 

５ その他 

（                ） 

 

Ｆ10 あなたと現在同居しているご家族で、下記にあてはまる方はいますか。   （○はいくつでも） 

 

１ 乳幼児・未就学児 

２ 小学生 

３ 中学生 

４ 高校生 

５ 専門学校生、大学生 

６ 上記にあてはまる家族はいない 

 

（F10 で「１」または「２」とお答えの方に） 

Ｆ10-1 あなたの家庭で日中子どもの世話をする方はいますか。 （○は１つだけ） 

１ いる ２ いない 

 

Ｆ11 あなた本人も含めて区内に 65 歳以上のご家族はいますか。         （○は１つだけ） 

１ 同居している ２ 別居だが区内にいる ３ いない 

 

Ｆ12 あなたのご家族は、お住まいの地域の自治会・町内会へ加入していますか。   （○は１つだけ） 

 

１ 加入している 

２ 以前は加入していたが今は加入していない 

３ 加入していない 

 

  

１ 小学校入学前 

２ 小学校在学中 

３ 中学校在学中 

４ 高校在学中 

５ 各種学校、専修・専門学校在学中 

６ 短大・大学・大学院在学中 

７ 学校教育終了—未婚—同居 

８ 学校教育終了—未婚—別居 

９ 学校教育終了—既婚—同居 

1０ 学校教育終了—既婚—別居 

1１ その他（              ） 

1２ こどもはいない 
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Ｆ13 あなたの住んでいる町はどこですか。（選択肢は五十音順）          （○は１つだけ） 
 

【あ】 1 青葉台一丁目～二丁目 7 美しが丘四丁目～五丁目 13 荏田北一丁目～三丁目 

  ２あかね台一丁目～二丁目 8 美しが丘西一丁目～二丁目 14 荏田西一丁目～五丁目 

  ３あざみ野一丁目～四丁目  9 美しが丘西三丁目 15 榎が丘 

  ４あざみ野南一丁目～四丁目 10 梅が丘  16 大場町 

  ５市ケ尾町 11 荏子田一丁目～三丁目  17 恩田町 

  ６美しが丘一丁目～三丁目 12 荏田町 

【か】 18 柿の木台 20 上谷本町 22 鉄町 

 19 桂台一丁目～二丁目 21 鴨志田町 23 黒須田 

【さ】 24 桜台 27 下谷本町 30 すすき野一丁目～三丁目 

 25 さつきが丘 28 しらとり台 31 すみよし台 

 26 寺家町 29 新石川一丁目～四丁目 

【た】 32 たちばな台一丁目～二丁目 34 千草台 

 33 田奈町 35 つつじが丘 

【な】 36 奈良町 37 奈良一丁目～五丁目 38 成合町 

【は】 39 藤が丘一丁目～二丁目 

【ま】 40 松風台 43 緑山 46 もみの木台 

 41 みすずが丘 44 もえぎ野 

 42 みたけ台 45 元石川町 

【わ】 47 若草台 

 

お疲れ様でした。質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

お手数ですが同封の返信用封筒に入れ、６月１８日（月）までにご投函ください。 

 

 

 

青葉区ホームページ 

平成 24 年度区政運営方針 http://www.city.yokohama.lg.jp/aoba/50kusei/20120502095926.html 
青葉区区民意識調査 http://www.city.yokohama.lg.jp/aoba/50kusei/research.html 


